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●平成 23 年度 池宮レンジャー年間活動計画 

１．活動テーマと活動分野 

 

福島出張所管内を活動エリアとする池宮 實レンジャーは以下の活動テーマのもと、５つの

活動を実施します。 

 

 

 

平成２３年度 活動分野と活動名 

 

活動分野 活動名 

河川の持つ市民生活への恵

みを啓発する活動 
「淀川の自然・環境と生活用水のかかわり」を学ぶ 

河川の適正な利用の推進を

図る活動 
「十三干潟での生物多様性と自然環境」の学習 

淀川の歴史・文化を啓発す

る活動 
「淀川の歴史」「水害に強い街づくり」を学ぶ 

日常的な河川管理について

の理解・啓発 
「淀川を生かし・生かされる施設」見学 

河川の環境保全活動 河川環境保全についての理解・啓発・住民参加の促進

淀川の自然を地域住民に伝え、河川環境の改善を通して、治水、利水、環境、防災を共に

学び、親しみのある川づくりを協働して進めます。 

活動テーマ



2 

 

２．河川の持つ市民生活への恵みを啓発する活動 

「淀川の自然・環境と生活用水のかかわり」を学ぶ 

淀川右岸ウォーキング～柴島浄水場 

 

干潟、野草、野鳥など淀川が持つ自然環境が流域に与える恵みの大きさを伝えるため、地域

の人たちを川へ誘導し川に関わる機会の増加と水辺環境維持への協力へつなげます。 

 

平成 23 年度 年間スケジュール 

 

 
実  施 準 備 等 

平 
成 
23 
年 

４月 実施 
関係者と実施内容調整 
参加人数の確認 

５月   

６月  総括 

７月   

８月   

９月   

10 月   

11 月   

12 月   

平 
成 
24 
年 

１月   

２月   

３月   

 

（２）参加対象者・定員 

参加対象者：地域住民 

参加定員 ：２０人程度～ 

 

（３）実施内容 

   ・淀川右岸の自然観察ウォーキング（野草・干潟、河川改修・保全等の解説） 

   ・柴島浄水場の見学（淀川と水の恵みを学習） 
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（４）実施日 

   ４月中旬の平日  午前中 ９時～１２時  

 

（５） 実施場所 

   淀川右岸・柴島浄水場 

 

 

（６）広報・募集方法 

    淀川区広報への掲載依頼 

    地域ミニコミ誌への掲載依頼 

    地域の団体への参加依頼 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

    協力スタッフ：福寿会・淀川水遊館 

    記録    ： 

 

（８）事前に必要な手配及び支援依頼内容 

  河川レンジャーのぼり 

    配布資料作成後の参加者部数印刷 

    アンケート用紙の作成後の参加者部数印刷 

 

柴島浄水場 

水道記念館

右岸高水敷
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（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

実施計画の立案 

関係団体との折衝 

協力スタッフの手配・打ち合わせ 

広報活動 

事業運営 

アンケートのまとめ 

 

 

 

３．河川の適正な利用の推進を図る活動 

「十三干潟での生物多様性と自然環境」の学習 

 

 （１）活動目的 

安全で楽しい河川利用啓発の目的で、小学生の子供たちと地域の人達を対象に十三干潟

での自然観察と遊びを行います。 

学習・遊びを通して淀川の環境維持、干潟の持つ生物多様性と誰もが近付ける干潟の育

成を学び、安全で楽しく遊べる淀川を体験してもらいます。 

 

平成 23 年度 年間スケジュール 

 

 
実  施 準 備 等 

平 

成 

23 

年 

４月  

実施計画の立案 

河川管理者への協力依頼 

広報準備 

団体・小学校との折衝開始 

協力スタッフ選抜 

５月  

資料作成 

広報活動 

実施場所下見（距離・時間計測）

協力スタッフ・団体との調整 

参加者数確認 

６月 実施（当日雨天の場合９月実施）  

７月  総括 

８月   
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９月   

10 月   

11 月   

12 月   

平 

成 

24 

年 

１月   

２月   

３月   

 

（２）参加対象者・定員 

 参加対象者：大阪市立十三小学校生徒（３～４年生） 

       

  参加定員 ：５０人程度～                                

 

（３）実施内容 

   ・川遊びの安全指導 

   ・十三干潟の全体像を観察 

   ・干潟での遊びを通して生物の観察・採集 

 

（４）実施日 

   ６月中旬の平日（潮汐による）午前中 １０時～１２時                  

 

（５） 実施場所   淀川右岸十三干潟・ヨシ原水路付近 

 

水 路 

ヨシ原 十三干潟十三小学校 
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（６）広報・募集方法 

    学校訪問・協力依頼 

    淀川区広報への掲載依頼 

    地域ミニコミ誌への掲載依頼 

    地域の団体への参加依頼 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

協力スタッフ：小学校ＰＴＡ 

十三福寿会 

           淀川水遊館 

    記録    ： 〃 

 

（８）事前に必要な手配及び支援依頼内容 

    河川レンジャー及びセンター事務局 

      （投網・ウェーダー・たも網・バケツ・観察槽等の水辺観察機材） 

     ライフジャケット （大人用、小人用）・ハンドマイク 

     救急箱 

     河川レンジャーのぼり  

     その他水辺観察に必要な小物機材 

  福島出張所 

       配布資料作成後の参加者部数印刷 

       アンケート用紙の作成後の参加者部数印刷 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

    実施計画の立案 

  関係団体との折衝 

    協力スタッフの手配・打ち合わせ 

    干潟への通路の確保 

    広報活動 

    事業運営 

    アンケートのまとめ 
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４．川の歴史・文化を普及啓発する活動 

「淀川の歴史を学び水害に強い街づくり」を学ぶ 

 

（１）活動目的 

近畿地方特に大阪平野は淀川や大和川などから流れ込む土砂などで出来ており、数々の

川に囲まれています。歴史的に見ても災害に対して非常に弱いまちであり、特に数多くの

河川氾濫による水害を受けてきました。 

淀川も数々の大きな氾濫により流域に生活する人々に大きな災害を与えてきました。地

域の住民に古代以降の大阪平野の成り立ち、近代以降の新淀川の開削、その後も続く水害

と河川改修の歴史を解説し、現在ある淀川の存在が流域住民の暮らす「水の都・大阪」に

どれほど大切な存在であり、特に河川の良好な環境の維持には流域住民と河川管理者が協

働で取り組むことが大切であることを伝えたい。 

  

平成 23 年度 年間スケジュール 

 

 
実  施 準 備 等 

平 

成 

23 

年 

４月  

実施計画の立案 

広報準備 

関係機関との折衝開始 

５月  広報活動開始 

６月  協力者との調整 

７月 講座実施  

８月  総括 

９月   

10 月   

11 月   

12 月   

平 

成 

24 

年 

１月   

２月   

３月   
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（２）参加対象者・定員 

   参加対象者 ： 一般の方 

   定員    ： ２０名～ 

 

（３）実施内容 

  座学「淀川の歴史を学び水害に強い街づくり」を学ぶ 

 

（４）実施日 

   ７月 

 

（５）実施場所 

   未定  

  

 

 

（６）広報・募集方法 

淀川管内河川レンジャー ホームページへの掲載 

   淀川区広報への掲載依頼 

   地域ミニコミ誌への掲載依頼 

   地域の団体への参加依頼 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役 

協力スタッフ：淀川水遊館 

    記録    ：  〃 

淀川区民センター 

淀川図書館 
淀川区役所 
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（８）事前に必要な手配及び支援依頼内容 

河川レンジャー及びセンター事務局 

パワーポイント資料及び機材  

    説明配布資料の作成後の印刷 

    アンケート用紙の作成後の印刷 

 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

    実施計画の立案 

    「淀川の歴史を学び水害に強い街づくり」の解説 

  関係団体との折衝 

    協力スタッフの手配・打ち合わせ 

    広報活動 

    事業運営 

    アンケートのまとめ 
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５．日常的な河川管理についての理解・啓発 

「淀川を生かし・生かされる施設」見学 

      （十三～長柄～柴島浄水場  ウォーキング） 

 

（１）活動目的 

近畿地方は古代より琵琶湖および母なる大河・淀川の水の恵みを受けて生活を営んできま

した。その淀川も数々の大きな氾濫により流域に生活する人々に大きな災害を与えてきまし

た。 

河川の維持管理と淀川の水利用の在り方を勉強し環境に優しい河川の利用法を啓蒙し、淀

川を流域住民が安らぎの場として利用できる橋渡しをする活動につなげたい。 

                                                  

平成２３年度 年間スケジュール 

 

 

 

 

実  施 準 備 等 

平 

成 

23 

年 

４月   

５月   

６月  協力者選抜 

７月  

実施計画の立案 

出張所への協力依頼 

関係団体との折衝開始 

８月  

資料作成準備 

広報活動開始 

コース下見（距離・時間計測） 

９月  
参加者数確認 

協力スタッフ・団体との最終調整

10 月 実施  

11 月  総括 

12 月   

平 

成 

24 

年 

１月   

２月   

３月   
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（２）参加対象者・定員 

   参加対象者：一般の方 

   参加定員 ：４０人程度                                 

（３）実施内容 

  ・淀川区役所前集合 

  ・徒歩 ： 十三・南方・長柄橋・柴島浄水場・水道記念館 

 

（４）実施日 

   平日（木曜日）実施予定   １０月下旬～１１月初め  

 

（５）実施場所 

  淀川右岸および左岸毛馬地区 

 

 

 

（６）広報・募集方法 

  淀川管内河川レンジャー ホームページへの掲載 

  淀川区広報への掲載依頼 

  地域ミニコミ誌への掲載依頼 

  地域の団体への参加依頼                                  

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

  協力スタッフ ：十三福寿会  

         ：淀川水遊館  

水道記念館 

柴島浄水場

淀川区役所 

淀川大堰

十三干潟

毛馬地区
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（８）必要支援内容 

河川レンジャー及びセンター事務局 

    説明配布資料作成後の印刷 

    アンケート用紙作成後の印刷 

    河川レンジャーのぼり 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

    実施計画の立案 

  協力スタッフの手配・打ち合わせ 

  広報活動 

  事業運営 

  アンケートのまとめ 
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６．河川環境保全活動 

河川環境保全についての理解・啓発・住民参加の促進 

 

（１）活動目的 

 河川に対する関心を高め、河川の環境保全の理解者を増やすための一環として美化活動を

行います。 

 

 

平成 23 年度 年間スケジュール 

 

 
実  施 準 備 等 

平 

成 

23 

年 

４月   

５月   

６月   

７月   

８月   

９月   

10 月   

11 月   

12 月  
準備開始 

協力者選任と調整 

平 

成 

24 

年 

１月    〃 

２月 実施  

３月  総括 

 

（２）参加対象者・定員 

   参加対象者 ： 一般の方・地域の活動団体                        

   定員    ： なし 

 

（３）実施内容 

  河川環境保全の清掃活動（ごみがあったら拾い片づける活動） 

  河川レンジャーと地域での活動者との連携強化 

 

（４）実施日 

   ２４年 ２月 予定 
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（５）実施場所 

   １）淀川右岸十三干潟より南方 

２）淀川左岸十三小橋より海老江干潟 

※ 詳細は未定 

 

 

（６）広報・募集方法 

淀川管内河川レンジャー ホームページへの掲載 

   区（対象とする区）広報への掲載依頼 

   地域ミニコミ誌への掲載依頼 

  地域の団体への参加依頼 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

    センター河川レンジャー ： 若干名 

    河川レンジャー     ： 若干名 

    記録          ： １名  

（８）必要支援内容 

軍手・火バサミ・ごみ袋の提供 

    ごみ収集の手配 

    河川レンジャーのぼり 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

    実施計画の立案 

  協力スタッフの手配・打ち合わせ 

  広報活動 

  事業運営 

  アンケートのまとめ 
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●平成 23 年度 三輪レンジャー年間活動計画 

１．活動テーマと活動分野 

 

毛馬出張所管内を活動エリアとする三輪レンジャーは以下の活動テーマのもと、4 つの活動

を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

平成 23 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 

河川にかかわる歴史文化の 

普及活動 

暮らしの中の河川 川沿いあるき・歴史散歩 

こどもワークショップ 

河川行政と地域住民との 

コーディネートを図る活動 

防災についての学習会、施設見学会、 

 

河川の環境保全を図る活動 
冬鳥観察会、干潟の生き物についての学習会 

 

｢暮らしの中の河川｣を考える活動を通して、歴史、文化を学び、河川についての理解を 

深め、都市型の暮らしのなかから、川へのかかわりを模索します。 

活動テーマ
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２．暮らしの中の河川 川沿い歩き・歴史散歩  

 

(1)活動目的 

 身近に川を感じるところから、都市の暮らしと川とのかかわりを考える 

                                                  

 

平成 23 年度 年間スケジュール 

                

 
 
 

実  施 準 備 等 

平 
成 
23 
年 

4 月 川沿いあるき 

実施計画の立案 
広報活動 
協力スタッフとの打ち合わせ 
資料の作成 

5 月   

6 月   

7 月  
計画立案 
準備作業 

8 月  
講師スタッフとの打ち合わせ 
 
 

9 月 川沿いあるき 下見 

10 月   

11 月   

12 月   

平 
成 
24 
年 

1 月  
実施計画の立案 
広報活動 

2 月  準備作業 

3 月 川沿いあるき 下見 
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(2)参加対象者・定員 

  対象: どなたでも参加可 

  定員: 20 名から 30 名 

 

(3)実施内容 

  川沿い歩き・歴史散歩 

淀川の中流域、上流域への関心を高めるための 

史跡、施設見学を兼ねた川沿い散歩 

 

(4)実施日 

  4 月 22 日／9月 30 日／3月 23 日  ３回開催。 

日程は予定。 

 

(5)実施場所 

未定 

 

(6)広報・募集方法 

  地域一般チラシ 

  レンジャーHP                                       

 

(7)協力スタッフ等の人数とその役割 

  協力スタッフ: ４～８名 

  広報協力、下見、活動日の引率、安全確認 

 

(8)必要支援内容 

  施設の利用 

  のぼり借用                                        

 

(9)活動における河川レンジャーの活動内容 

  ・実施計画の立案 

  ・講師 

  ・協力スタッフの手配、打ち合わせ 

  ・会場の手配 

  ・資料作成 

  ・広報活動 

  ・下見 

  ・当日の運営 

  ・結果のまとめ 
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(10)昨年度の活動を踏まえての改善点 

・広報と、レンジャー活動の PR 

・協力スタッフの確保                                       

 

(11)活動を行う上での課題等 

  活動日、活動時間の調整  

   

  天候・気温などにより臨機応変にプラン変更可能な計画立案 

 

(12)その他 



19 

 

３．こどもワークショップ 

 

(1)活動目的 

住んでいる街と川について考える活動、 

河川と生き物に関する普及と意識調査 

                        

平成 23 年度 年間スケジュール 

 

(2)参加対象者・定員 

 対象: 小学生、保護者、地域住民 

 定員: 200 名 

 

(3)実施内容 

地域イベントにおいて、、子供たちと遊びの中で、川に関心を持ってもらえるよう企画。 

レンジャー事業の広報活動 

 
 
 

実  施 準 備 等 

平 
成 
23 
年 

4 月  実施計画の立案 

5 月  
広報活動 
協力スタッフとの打ち合わせ 
展示資料の作成 

6 月 こどもワークショップ ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟシート作成 

7 月  まとめ 

8 月   

9 月   

10 月   

11 月   

12 月   

平 
成 
24 
年 

1 月   

2 月   



20 

 

(4)実施日 

6 月の第 3日曜日予定 

 

(5)実施場所 

大阪市北区堀川小学校講堂 

 

 

(6)広報・募集方法 

  地域イベントのチラシ 

一般チラシ 

 

(7)協力スタッフ等の人数とその役割 

  協力スタッフ:イベント運営協力団体スタッフ 

  広報協力、ワークショップでの活動、活動日の誘導、整理、安全確認 

 

(8)必要支援内容 

  施設の利用 

  主催団体との役割分担 

  準備物置き場の借用 

  のぼり借用 

パネル資料 広報用レンジャーニュース 
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(9)活動における河川レンジャーの活動内容 

  ・実施計画の立案 

  ・協力スタッフの手依頼、打ち合わせ 

  ・会場の手配 

  ・ワークショップ準備物作成 

・展示資料作成 

  ・広報活動 

  ・当日の運営 

  ・結果のまとめ 

 

(10)昨年度の活動を踏まえての改善点 

・広報の有効な配架 

・スタッフの確保  

子供が楽しめる（低学年でもわかる資料や展示物の作成）                   

 

 

(11)活動を行う上での課題等 

ワークシートやアンケートを利用し川への関心を高める。 

 

(12)その他 
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４．防災の学習会・施設見学会 

 

(1)活動目的 

施設見学や、学習会を通して、私たちの暮らしに河川はどのようにかかわっているのかを考え

る。河川行政への理解を深める。 

 

平成 23 年度 年間スケジュール 

 

(2)参加対象者・定員 

  対象: どなたでも参加可 

定員: 20～30 名 

 

(3)実施内容 

防災の学習会、防災施設見学 

 

(4)実施日 

７月、2 月開催 日程は未定 

 
 
 

実  施 準 備 等 

平 
成 
23 
年 

4 月   

5 月   

6 月   

7 月 防災についての学習会  

8 月   

9 月   

10 月   

11 月   

12 月  
計画立案 
準備作業 打ち合わせ 
下見 

平 
成 
24 
年 

1 月  
広報活動 
協力スタッフとの打ち合わせ 

2 月 施設見学会  

3 月   
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(5)実施場所 

未定（関係機関等との調整の上、決定） 

 

(6)広報・募集方法 

  地域一般チラシ、河川レンジャーHP                             

 

(7)協力スタッフ等の人数とその役割 

  協力スタッフ: 3～4 名 

  広報協力、活動日の引率、安全確認 

 

(8)必要支援内容 

講師依頼 

施設の利用 

のぼり借用 

資料パネル                                         

 

(9)活動における河川レンジャーの活動内容 

  ・実施計画の立案 

  ・講師依頼 

  ・協力スタッフの手配、打ち合わせ 

  ・会場の手配 

  ・資料作成 

  ・広報活動 

  ・下見 

  ・当日の運営 

  ・結果のまとめ 

 

(10)昨年度の活動を踏まえての改善点 

・日程調整 

・スタッフの確保                                     

 

(11)活動を行ううえでの課題等 

実施時期の検討 

 

(12)その他 
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５．冬鳥観察会  

 

(1)活動目的 

 学習会・観察会を通し、鳥たちの淀川での暮らしと環境について考える。 

 

平成 22 年度 年間スケジュール 

 
 
 

実  施 準 備 等 

平 
成 
23 
年 

4 月   

5 月   

6 月   

7 月   

8 月   

9 月   

10 月  
広報活動 
協力スタッフとの打ち合わせ 
資料の作成 

11 月  
計画立案 
準備作業 打ち合わせ 
下見・スタッフ学習会 

12 月 冬鳥観察会 下見 

平 
成 
24 
年 

1 月 冬鳥観察会 下見 

2 月   

3 月   
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(2)参加対象者・定員 

  対象: どなたでも参加可 

定員: 学習会、観察会ともに 20 名                             

  

(3)実施内容 

干潟の生き物、鳥についての学習会観察会 

 

(4)実施日 

12、1 月開催 日程は未定 

 

(5)実施場所 

大川・淀川左岸 
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(6)広報・募集方法 

  地域一般チラシ 

  レンジャーHP                                          

 

(7)協力スタッフ等の人数とその役割 

  協力スタッフ: 3～4 名 

  広報協力、活動日の引率、安全確認 

 

(8)必要支援内容 

  講師依頼 

  施設の利用 

  解説施設利用 

  のぼり借用                                          

 

(9)活動における河川レンジャーの活動内容 

  ・実施計画の立案 

  ・講師依頼協力スタッフ依頼 

  ・スタッフ学習会 

  ・会場の手配 

  ・資料作成 

  ・広報活動 

  ・下見 

  ・当日の運営 

  ・結果のまとめ 

 

(10)昨年度の活動を踏まえての改善点 

・広報・スタッフの学習会                                     

 

 

(11)活動を行ううえでの課題等 

 

 

(12)その他 
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●平成 23 年度 﨑谷レンジャー年間活動計画 

 

１．活動テーマと活動分野 

 

 毛馬出張所管内を活動エリアとする﨑谷久義レンジャーは以下の活動テーマのもと、５つの

活動分野で６回の活動を実施します。 

 

 

 

 

 
 

平成 23 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 

川の適正利用の推進を図る

活動 

大阪市立北図書館 
タイアップ企画 

「淀川親子入門講座」 

「身近な淀川を、 も っ と知っ
て！楽しもう」 
①お話とワークショップ＋葦

を用いた工作 
②干潟の自然と生きもの観察

（淀川下流域河川敷～柴島
干潟～水道記念館） 

川づくり人づくりへの参画

・支援する活動 

 

地域住民と大学の、川のスポーツによる交流を支援  

（東淀川区民＋神大漕艇部） 
 

川の歴史・文化を普及啓発す

る活動 

 
「淀川かわあるき・歴史散歩」 
かつて淀川はどのように流れていたか---神崎川分岐点から下
流域を訪ねる 
 

川の環境保全を図る活動 

 

河川美化活動  

（淀川右岸 菅原･豊里地区河川敷き一帯） 
 

啓発活動 

 
河川レンジャー情報発信などの広報活動 
「身近な淀川をもっと知って!楽しもう」「地域住民と大学の川のスポ
ーツによる交流を支援」ほか 
 

市民と川の豊かなふれあいを増す活動！ 

活動テーマ
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１．『身近な淀川を、もっと知って！楽しもう』 

 

（１） 活動目的 

 大阪市立北図書館とのタイアップ企画で「淀川親子入門講座」を開講します。大都市の中心

地に住まいする人たちのごく身近に、雄大な自然環境をもつ川で有りながら近づきがたい印象

の淀川。一度じっくり観察して、水辺の生きものや植物に親しんでもらいたい。 

「お話とワークショップ、淀川で採取した葦を用いた工作」＋「干潟の探検」 二つのプログラム

で川辺の多様な自然と交感。楽しみや癒し効果を発見するなど、暮らしと遊びに河川を取り込

む生活意識の啓発をします。 

平成 23 年度 年間スケジュール 

 
 
 

実  施 準 備 等 

平 
成 
23 
年 

４月  

 
・事業計画の立案 
・資料づくり準備 
・ﾀｲｱｯﾌﾟ事業先(北図書館)への提
案調整 
・②講師の依頼 
・②フｨールドと見学施設の事前
確認---(図書館担当者と下見) 
・①②実施プラン作成 
 

５月 
 
 
 

 
・広報手配（2 ヶ月前）、活動 
・協力スタッフの手配 
・講師､協力スタッフとの打合せ
・展示資料の手配収集 
 

６月 
 
 
 

 
・資料収集 
・②干潟活動諸材料の手配 
・展示資料の作成 
・①ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ、ﾚｼﾞｭﾒ作成 
 

７月 

 
：北図書館陳列ケースでの展示 
《干潟の写真や資料を陳列》 
 
淀川親子入門講座 

『身近な淀川を、もっと知って！楽
しもう』 

① 淀川を考えるワークショッ
プと、葦材で工作。 
 （研修室で１時間半ほど） 
 

〈陳列ケース展示の設営〉 
・啓発活動 
 
 
①〈講座の開催〉 
・セミナーとワークショップ 
・葦笛づくり 
・ｱﾝｹｰﾄ 
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８月 

 
淀川親子入門講座 

『身近な淀川を、もっと知って！楽
しもう』 

② 柴島干潟の探検、水道記念館
淡水魚棟の観察研修 
（フィールドに出て３時間半ほ
ど） 

 
 
 

②〈フィールド活動〉 
・柴島干潟でシジミ、カニの採集。
投網を打って、魚の捕獲。 
・水道記念館で淡水魚観察とミニ
レクチャー 
・ｱﾝｹｰﾄ 
 
〈ケース展示の撤収〉 
・ｱﾝｹｰﾄ結果のまとめ 
・活動報告まとめ 

９月   

10 月   

11 月   

12 月   

平 
成 
24 
年 

１月   

２月   

３月   

 

（２）参加対象者・定員 

■ ①②の目標とするターゲットは、大阪市北区内在住または勤務者一般。 

 この事業は親子を対象として、参加目標は３０人程度。 

■ 陳列ケース展示は図書館入り口のｴﾚﾍﾞｰﾀｰﾎｰﾙで、催しの前後１ヶ月間おこなう。 

観覧人ターゲットは図書館利用の一般市民。目標数は４００人程度を見込む。    

 

（３）実施内容 

■ 大阪市立北図書館とタイアップ企画 

淀川親子入門講座 『身近な淀川を、もっと知って！楽しもう』 

 ① 図書館研修室で、お話とワークショップ＋葦を使った工作。 

② 河川敷に出て、右岸側から対岸の北区の様子や高層建物を遠望したり、川の流れの様子を

体感。また川面の鳥や水際の植物などを観察しながら、干潟に入ってカニ・シジミを採取し魚

の様子などを窺います。引率講師が投網打ちを実演しゲットした魚の解説会を行う。 

○ ①②催し前後１ヶ月間、陳列ケースを活用して「淀川の自然」をテーマに展示物を陳列。 

また特設書棚のコーナーでも、淀川をテーマにした図書を取り揃えます。 
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（４）実施日 

 ① 図書館研修室での、お話とワークショップ＋葦工作――――― （７月下旬） 

 ② 柴島河川敷き・柴島干潟・水道記念館――――― （８月上旬）               

 ○ ケース展示と淀川関連の図書コーナーを設置―――― ①②会期の前後に約１ヶ月間  

 

（５）実施場所 

 ① お話とワークショップ＋葦工作：「北図書館」研修室                       

 ② フィールドに出て：柴島干潟および周辺河川敷・水道記念館                     

 ○ 同時開催のケース展示：北図書館ＥＶホールの展示ケースと、図書館内閲覧室に特設図

書コーナーを設け：「淀川に関する図書」を集める。                           
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（６）広報・募集方法 

  淀川管内河川レンジャーﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 河川レンジャーNews 広報チラシ(関連施設・区役所等

に配備） 加えて、市立図書館ニュースと市の広報、および関連機関に配布。 

チラシ作成と参加募集の受付は、大阪市立北図書館で執り行う。 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

① 講座当日の会場設営・撤収は図書館が行ない、受付対応はレンジャー側と図書館側が共 

同であたる。 

② 干潟探検・水辺の自然を体感 および 水道記念館淡水魚観察 

協力講師：大阪市立水道記念館・横山達也さん に依頼予定。投網実演で魚の捕獲。また

水道記念館の淡水行棟案内と解説。 

柴島干潟観察や施設見学は河川レンジャーおよびレンジャー手配安全管理スタッフが

行う。 

 

（８）必要支援内容 

・併催[展示ケース]展 資料借り受けの協力。 

・[ワークショップ＋葦を使った工作] 諸材料と工具の手配。 

・[柴島干潟体験]対する、ライフジャケット・たも網・投網・バケツ・捕獲した生物観察用

のバット、観察用アクリルケースなど諸用材の準備手配。 

・ホームページ掲載とパネル展示資料のコピー、配布レジュメのコピー。（チラシ印刷は、図

書館側で印刷） 

・講師依頼 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

  大都市の中心地域に住まいする人たち親子を対象に、淀川を身近な存在として 知って・感

じてもらえるよう ①〔淀川のお話・ワークショップ＋淀川で刈り取った葦をつかった工作〕  

②〔淀川に入って干潟の探検＋捕獲した魚・水道記念館で飼育している淡水魚の解説〕の連

続講座を開催。楽しい体験教育の場を提供することで、市民と豊かな川の触れ合いを増す活

動を推進します。                                      

 ・実施計画立案 ・関係機関との調整 

・講師および協力スタッフの依頼 

・実施場所の下見、資料の作成 

 ・広報手配と活動、当日の運営 

 ・活動内容のまとめ、アンケートのまとめ 
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（１０）昨年度の活動を踏まえての改善点 

  前年度は活動時間帯と干潮の具合がうまく調整できなかったので、催し時期や子どもたち

の休暇の様子などをふまえた日程で遂行することを心掛けたい。                    

 

（１１）活動を行ううえでの課題等 

  ・潮汐の状態を把握し、開催日程および時間帯の策定を行う。 

・参加対象者を具体的に搾り出し、集中したチラシ配布を工夫を考える。 
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２． 川づくり、人づくりへの参画・支援する活動  

 

（１） 活動目的 

 『地域住民と大学の、川のスポーツによる交流支援』を図る活動事業。 

平成 23 年度 年間スケジュール 

 
 
 

実  施 準 備 等 

平 
成 
23 
年 

４月 
 
 

 
 
 

５月  

・事業計画の立案 
・資料づくり 
・関係先(神大漕艇部・声架け予定
中学校・東淀川区役所)への提案、
調整 

６月 
 
 
 

・講師(神大漕艇部関係者)の依頼
・実施プラン作成 
・フｨールドと施設の事前確認
---(関係者と下見) 

７月 
 
 
 

・広報手配（2 ヶ月前）、活動 
・協力スタッフの手配 
・講師､協力スタッフとの打合せ 
・活動諸材料の手配、準備 

８月 
 
 
 

・ﾚｼﾞｭﾒ資料作成 
・展示資料作成、会場下準備 

９月 

『地域住民と大学の、川のスポーツ
による交流を支援』 

（東淀川区民＋神大漕艇部） 
 
：河川敷の特設テントで 
《ボート競技の案内・危険回避につ
いて解説資料をパネル展示》 

 
 
 
 

〈子どもたちをボート部クラブハ
ウスに招き〉 
・ボート競技のレクチャー 
〈河川敷～水面に出て〉 
・子どもと学生が一緒に乗艇し、
ボートの魅力と水上活動を体感 
・ｱﾝｹｰﾄ 
 
〈展示資料の撤収〉 
・ｱﾝｹｰﾄ結果のまとめ 
・活動報告まとめ 

10 月  
 
 

11 月  
 
 

12 月  
 
 

平 
成 
24 
年 

１月   

２月 
 
 

 

３月 
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（２）参加対象者・定員 

■ 目標とするターゲットは、神戸大学漕艇部と東淀川区民（区内中学校在校生、クラブハウスの

近隣市民）とします。この事業は市民・中学生と大学の交流活動として行い、市民参加者目標は

２０人程度。受け入れ先の神大関係者は約８０名。レンジャー及びレンジャー協力者・近隣住民や河

川関係者も交えて総勢１１０名余りを想定する。 

■ 河川敷にテントを張り、催しの併催展でパネル展示を行う。 

観覧人ターゲットは参加者及びその父兄、関係者と近隣地域住民、当日河川利用の一般市民。 

目標数は２００人程度を見込んでいる。 

 

（３）実施内容 

■ 神戸大学との協働企画事業（申請予定）として行う。 

『地域住民と大学の、川のスポーツによる交流を支援』 

１）神大漕艇部クラブハウスで、ボート競技ルールのレクチャー＋安全管理の話。            

２）河川敷に出て、実際にボートに乗艇を体験。進艇方法や浮力の様子、川の流れの体感な

どボートと川の魅力を知ってもらいます。また引率者や一般者は、堤から眺める光景から次

代を担う若人の溌剌としたスポーツ活動をみて、期待と癒し効果が与えられると考えます。 

３）特設テント内に、ボート競技のルールや楽しみ方・神大ボート部の記録資料・水辺の安全管理

などをテーマにパネル展示。河川を活用したスポーツ交流の理解と啓蒙に役立てる。 

 

（４）実施日 

 ボート競技シーズンの一区切り、台風襲来時期の前で想定している。――――（８月上旬） 

 

（５）実施場所 

 １）神大漕艇部クラブハウス（東淀川区菅原１丁目） 

 ２）淀川右岸城東貨物線鉄橋辺りの河畔域 

 ３）クラブハウス近くのグランドまたは河川敷、テント内でパネル展示。 
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（６）広報・募集方法 

  淀川管内河川レンジャーﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 河川レンジャーNews 広報チラシ（ 関連機関・区役所等

に配備）。加えて、神戸大学の広報、および関連機関に配布。 

チラシ作成と参加者募集の受付は、河川レンジャーおよび中央流域センター レンジャー事務

局で執り行う。 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

 開催当日の会場、テント設営・撤収は神大漕艇部が行い、受付対応はレンジャーおよびレンジ

ャー協力者と神大が共同であたる。また安全管理については、レンジャーと大学側関係者が十

二分に話し合いをおこない双方協働で管理に付きます。水上の監視・安全指導は、神大から

モーターボートを何艇か準備し事故回避に努めます。（22 年度に河川レンジャー立会いで沈実験を

行ない、事故発生の想定で検証した。） 

解説講師：土田佳伸さん（神大漕艇部監督）に依頼予定。 



36 

 

（８）必要支援内容 

 ・併催[パネル展] 河川レンジャー活動資料ほか借り受けの協力。                    

・ライフジャケット、双眼鏡など諸物品の手配。  

・ホームページ掲載とパネル展資料・配布レジュメのコピー、チラシ印刷。 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

  この事業は、河川レンジャーと神戸大の協働事業として位置づけたいと思います。 

事業企画の骨子はレンジャー側で作成提案し、催し自体は神大が中心となって推進してく

れるよう働きかけています。漕艇部は在校学生であり事業責任を求めることは難しいので、

運営の資金とサポート母体のＯＢ会（神漕会）や本校の施設管理者（学務部）にも声掛けして調

整を図っていきます。また地域の自治会役員や区役所の関係部署にも協力を仰ぐ活動をすす

めています。                                            

 ・基本、実施計画立案 

 ・参加対象者：東淀川区内中学生の絞込みと下調整 

・講師（大学側）、協力スタッフの依頼手配 

・関係諸機関との調整、会議 

・実施場所の下見、必要資材、用具の手配調達 

 ・必要資料の手配、配布物の作成、広報活動 

 ・当日（大学側と協働）、の運営、会場設営・片付け 

・活動のふりかえり（神大ほか関係者と会議） 

・活動内容のまとめ、アンケートのまとめ 

 

（１０）昨年度の活動を踏まえての改善点 

   天候や水嵩に対し事前から充分注意を払い、催し安全性や決行中止（神大にその決断を委

ねる）に関することを取り纏めておく。                     

 

（１１）活動を行ううえでの課題等 

  ・活動時の安全管理配慮を最重要課題と認識した計画組みを行う。 

  ・神大関係の担当者および参加対象者としての在地中学校生を事前に特定。また近隣地域

自治会役員や行政とも、催し内容や趣旨の理解を得て参画を求めるなどの運動を行う用意

が必要。 
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３． 川の歴史・文化を普及啓発する活動  

 

（１） 活動目的 

   『淀川かわあるき・歴史散歩』かつて淀川はどのように流れていたか----神崎川分岐

点から下流域を訪ねます。居住地域の歴史的出来事や地形などを知見して、まちづくりや

生活設計の備えに役立てることを活動目的とする。 

平成 23 年度 年間スケジュール 

 
 
 

実  施 準 備 等 

 

４月 
 
 

 

５月 
 
 

 

６月 
 
 

 

７月 
 
 

 

８月 
 
 

 

９月  
・事業計画の立案 
・資料づくり 

10 月  

・関係先への提案、調整 
・協力講師の依頼 
・フｨールドの下見 
・実施プラン作成 

11 月  
・広報手配、活動 
・協力スタッフの手配 
・講師､協力スタッフとの打合せ

12 月  ・資料のまとめ、配布資料作成 

平 
成 
24 
年 

１月 

『淀川かわあるき・歴史散歩』 
かつて淀川はどのように流れて

いたか---- 
 

〈神崎川分岐点跡から下流域方
面を訪ねます〉 
 
・ｱﾝｹｰﾄ 
・活動報告まとめ 

２月 
 
 

 
 
 

３月 
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（２）参加対象者・定員 

■ 目標とするターゲットは、東淀川区健康づくり区民会議（レッツチャレンジウオーキング）の実践

者や区内歴史サークルの方々に呼びかけたいと考えている。       

 参加者目標は２０人程度とする。 

 

（３）実施内容 

■ 『淀川かわあるき・歴史散歩』かつて淀川はどのように流れていたか---- 

新淀川開削の以前、地域の川の様子を昔の痕跡や資料をたどりながら歩きます。地域の歴史

背景から窺い知れる先人の努力や町の誇りを思い、過去の川筋や地形の成り立ちを知ること

で、安全安心なまちづくりを考察します。 

今回は東淀川区の北部地、旧の淀川・中津川筋を想定して神崎川分岐点跡から江口の里・三

千樋・大隈神社辺り、そして下流域方面へと訪ねます。 

 

（４）実施日              

  新春年の干支≪龍≫を河川に擬えて散策します。――――（１月上旬） 

                

（５）実施場所 

  東淀川区北部、淀川右岸および市街地。 
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（６）広報・募集方法 

  淀川管内河川レンジャーﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 河川レンジャーNews 広報チラシ 関連機関に配布。 

チラシ作成と参加者募集の受付は、河川レンジャーおよびレンジャー事務局が執り行う。 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

散策時の安全管理として協力スタッフに２名以上の人員を配す。 

 

（８）必要支援内容                       

・淀川（下流域）の水防史、現状の危険マップなど資料の提供。 

・ホームページ掲載・配布レジュメのコピー、チラシ印刷。 

                                              

（９）活動における河川レンジャーの活動内容                          

 ・基本、実施計画立案 

 ・関係諸機関との調整 

・講師、協力スタッフの手配 

・実施場所の下見 

 ・必要資料の手配と収集、配布物の作成 

 ・広報手配、活動 

 ・当日の運営 

・活動内容のまとめ、アンケートのまとめ 

 

（１０）昨年度の活動を踏まえての改善点 

参加対象者や散策道の実情、距離感、天候の様子などを配慮し、安全性を重要視した計

画をまとめる。                     

 

（１１）活動を行ううえでの課題等 

地域の歴史的出来事や事跡を知りその痕跡地を確認することで、川の恵みや怖さなど自

然の営みが理解される。淀川縁に暮らすという観点から、住まい環境を見つめなおす一助

となるようなコース設定を組めるよう努力する。 
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４． 川の環境保全を図る活動  

 

（１） 活動目的 

『河川の美化活動』ゴミ清掃・美化の啓蒙は、まちづくり活動の原点とも言える重要なテ

ーマとして位置づけ。 

平成 23 年度 年間スケジュール 

 
 
 

実  施 準 備 等 

 

４月 
 
 

 

５月 
 
 

 

６月 
 
 

 

７月 
 
 

 

８月 
 
 

 

９月 

：河川敷の特設テントで 
《ボート競技の案内・危険回避に
ついて解説資料をパネル展示》

 

 

10 月   

11 月  ・事業計画の立案 

12 月  
・関係先への提案、調整 
・広報手配、活動 

平 
成 
24 
年 

１月 
 
 

・協力スタッフ手配打合せ 
・フｨールド下見、実施プラン 
・活動諸材料の手配 

２月 
『川の環境保全を図る活動』 
美化活動 
 

（淀川右岸 菅原･豊里地区河川
敷き一帯） 
・活動実施 
・活動報告まとめ 
 

３月 
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（２）参加対象者・定員 

■ 目標とするターゲットは、河川敷でスポーツ活動するサークルやジョギング・散策など行っ    

ている人々を中心に呼びかける。 

参加者総数が５０人程は集まるよう、目標立てしています。 

 

（３）実施内容 

■ 『淀川堤の美化活動』     

日頃の河川活用者に、謝恩の容で----ゴミ清掃を行う。清々しい環境を取り戻し、美しい川

辺づくりを推進。 

 

（４）実施日  

  年度末の時節近くに、呼び掛け予定の関係先などと調整の上で決定。 

                     ――――（２月 または ３月上旬） 

（５）実施場所 

  淀川右岸 菅原･豊里地区河川敷あたり一帯。 

 



42 

 

（６）広報・募集方法 

  淀川管内河川レンジャーﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 河川レンジャーNews 広報チラシ 関連機関に配布。 

チラシ作成と参加者募集の受付は、河川レンジャーおよびレンジャー事務局で行う。 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

協力スタッフを２名以上配備する。また連携のとれる団体と協働できたら、共の安全対策

を申し合せる。 

 

（８）必要支援内容                       

ホームページ掲載・チラシ印刷・美化啓蒙用配布物（印刷資料など）・ゴミ袋、清掃用具と

集めたゴミの引取り処分。 

                                                

（９）活動における河川レンジャーの活動内容                              

 ・基本、実施計画の作成 

 ・関係諸機関との調整打合せ 

・実施場所の下見、協力スタッフの手配、 

・各種広報の手配、啓蒙用配布物の作成、呼掛け活動 

・必要資材の手配 

 ・当日の運営 

・活動内容のまとめ 

 

（１０）昨年度の活動を踏まえての改善点 

始めての試みですが、河川美化の重要性を広くに市民訴えてみます。                  

 

（１１）活動を行ううえでの課題等 

 事業趣旨を理解してもらえそうな特定団体と主たる交渉をおこない、行政などの協力も取

り付けながら雪だるま的に積み上げていけるように努力したい。 
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 ■．５ 啓発活動  

 

（１） 活動目的 

河川レンジャー情報発信などの広報活動 
広く市民と川の豊かなふれあいを増す活動を推進するため、機会ある度にその場を最大限に活
用した啓発ＰＲに努める。 

①『身近な淀川をもっと知って!楽しもう』 
：北図書館陳列ケースでの展示《干潟の写真や資料を陳列》 
②『地域住民と大学の、川のスポーツによる交流を支援』 
：河川敷の特設テントで展示《川による健全スポーツの代表競技として、ボートのルールや楽
しみ方・危険回避について解説資料をパネル展示》 
 

平成 23 年度 年間スケジュール 

 
 
 

実  施 準 備 等 

 

４月 
 
 

 

５月 
 
 

 

６月 
 
 

 
 

(*準備詳細は先の項で紹介) 

７月 

：北図書館陳列ケースや書棚で 
展示 
《干潟の写真や資料を陳列》 
《淀川関連の図書を特集陳列》 

〈図書館ロビーや閲覧室での展
示設営〉 
・啓発活動 
 

８月 
 
 

(*準備詳細は先の項で紹介) 

９月 
：土のう積み会場 特設テントで 
《ボート競技の案内・危険回避に
ついて解説資料をパネル展示》

〈河川敷き仮設テント内での展
示設営〉 
・啓発活動 
 

10 月   

11 月   

12 月   

平 
成 
24 
年 

１月 
 
 

 

２月 
 
 

 

３月 
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（２）参加対象者・定員 

■ 目標ターゲットは｢川の適正利用の推進を図る活動｣｢川づくり人づくりへの参画・支援す

る活動｣の項に記入のとおり、其々の催し機会に参画する人たちに広く呼び掛けて行く。 

 

（３）実施内容 

■ 詳細は､北図書館とのタイアップ活動｣･｢地域住民と大学の川のスポーツによる交流支

援｣の項に記載。 

（４）実施日 

   ■ 上記に同じ。 

（５）実施場所 

   ■上記に同じ。 

（６）広報・募集方法 

   ■上記に同じ。 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

■上記に同じ。 

（８）必要支援内容 

   ■上記に同じ。 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容  

 ■上記に同じ。 

（１０）昨年度の活動を踏まえての改善点                                

 ■上記に同じ。 

（１１）活動を行ううえでの課題等 

■上記に同じ。 
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淀川水系の生物多様性に関する情報の収集と発信 

●平成 23 年度 石山レンジャー年間活動計画 

１．活動テーマと活動分野 

 

 毛馬出張所管内を活動エリアとする石山レンジャーは以下の活動テーマのもと、３つの 

活動を実施します。 

 

 

 

 

 

平成 23 年度 活動分野と活動名 

活動分野 活動名 

河川の環境保全を図る活動 

（河川環境保全の啓発・学習）

淀川スペシャル講座 

「第１回 淀川の淡水魚を深く知る」 

淀川スペシャル講座 

「第２回 淀川の淡水魚を深く学ぶ」 

河川の環境保全を図る活動 

（河川環境のモニタリング） 
特定外来植物のお話 

川の人材を育成する活動 生きものペーパークラフト教室 

 

活動テーマ 
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２．淀川スペシャル講座 

 

（１）活動目的 

河川レンジャー・石山郁慧が企画構成に携わったオリジナル教材を用いて、淀川の生き

ものへの造詣を深めるとともに、生物多様性や外来種の影響を考慮した環境再生のきっ

かけづくりを図る。 

今年度は、淀川の淡水魚に焦点を当て、２回の講座を開催する予定。 

 

平成 23 年度 年間スケジュール 

 

 

 

実  施 準 備 等 

平 

成 

23 

年 

４月  

第１回の事業プランニング 

会場・担当者との打ち合わせ 

講師依頼 

５月  

協力スタッフの手配 

広報ツールの準備および活動資料づくり 

会場への教材・展示物等の搬入 

６月 「第１回 淀川の淡水魚を深く知る」 
展示物のセッティング 

展示物の搬出 

７月  アンケート結果のまとめ 

８月  

第２回の事業プランニング 

会場・担当者との打ち合わせ 

講師依頼 

９月  

協力スタッフの手配 

広報ツールの準備および活動資料づくり 

会場への教材・展示物等の搬入 

10 月 「第２回 淀川の淡水魚を深く学ぶ」 
展示物のセッティング 

展示物の搬出 

11 月  アンケート結果のまとめ 

12 月   

平 

成 

24 

年 

１月   

２月   

３月   
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（２）参加対象者・定員 

河川保護団体のリーダーや研究者、学生など河川や生物に興味を持つ人。 

河川レンジャーを含む。先着３０人。 

応募者が多数であれば、マックス５０人まで対応可能。 

 

（３）実施内容 

「第１回 淀川の淡水魚を深く知る」 

■講師  大阪教育大学・名誉教授 理学博士  長田芳和 氏 

        河川レンジャー  石山郁慧 

■教材  近畿版「川に棲む魚」ポスター（Ｂ１・フルカラー・１２５種掲載） 

■内容 

教材となるポスターは近畿圏の淡水魚を掲載しているが、その中から淀川に棲息する種

を抜粋し、石山が説明。引き続き、長田氏に淀川に棲む魚種の繁殖様式を紹介していた

だく。 

３０年以上に渡って研究してきた、秘蔵の産卵シーンを動画で見ながら、繁殖様式の違

いを学ぶ。所要時間２～３時間。 

１． 親が守らないタイプ（小卵・多産） 

２． 親が守るタイプ（大卵・少産） 

３． 托卵するタイプ（少産） 

 

「第２回 淀川の淡水魚を深く学ぶ」 

■講師  藤田保健衛生大学 医学部 客員教授  小村一也 氏 

        河川レンジャー  石山郁慧 

■教材  現在作成中の大人の塗り絵図鑑（Ａ４・５２ページ・フルカラー） 

■内容 

塗り絵図鑑に掲載されている魚種の中から、淀川に棲む魚種とその同定ポイントを紹

介。 

細密画家である小村氏の絵画を使った教材を用い、自ら色を塗りながら、その特徴を感

覚でとらまえていく。所要時間２～３時間。 

例） ニッポンバラタナゴの産卵行動 

繁殖期のナマズ 

餌を食べるムギツク 
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（４）実施日 

第１回は６月、第２回は１０月を予定。 日時は会場と調整してから決定。 

 

（５）実施場所 

水道記念館・会議室を予定。 

 

 

（６）広報・募集方法 

ＮＰＯ法人 nature works メーリング（約 700 件）、きんき環境館メーリング（約 2500

件）にて告知。なお、集客状況が悪い場合は、環境カウンセラー・東横堀川水辺再生協

議会・環境ネットいばらぎ等のメーリングで告知することも可能。 

※なるべく、ペーパーレスをめざした広報活動を心がける。 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

■第１回 講師      大阪教育大学・名誉教授 理学博士   長田芳和 氏 

■第２回 講師      藤田保健衛生大学 医学部 客員教授  小村一也 氏 

■第１・２回 補助講師  水道記念館 横山達也 氏・河川レンジャー 石山郁慧 

■第１・２回 スタッフ  各４～５名 

広報協力、荷物の搬入・搬出、当日の受付、写真撮影、 

会場設営など 



49 

 

（８）必要支援内容 

のぼり借用、その他は事務局と相談 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

・事業プランニング 

・会場・担当者との打ち合わせ 

・講師依頼 

・協力スタッフの手配 

・広報ツールの準備および活動 

・資料づくり 

・会場への教材・展示物等の搬入 

・展示物のセッティング 

・講座での司会進行、および教材の説明、淀川の淡水魚の解説 

・展示物の搬出 

・アンケート結果のまとめ 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

講師や会場との調整により、日程変更が予測される。 

 

（12）その他 

・各回とも３０～５０名人分の教材をＮＰＯ法人 nature works に無料提供していただけ

るようにお願いをする。 

・会場までの教材・展示物の輸送を毛馬出張所にお願いする。 

・配付資料のコピー（アンケート含む）を毛馬出張所にお願いする。 
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３．生きものペーパークラフト教室 

 

（１）活動目的 

河川レンジャー・石山郁慧が企画構成に携わったオリジナル教材を用いて、子どもたち

に淀川水系に棲む生きものを知ってもらい、環境保全の大切さをアピールする。 

夏休みの自由研究に利用していただくとともに、家族のレジャーとして川遊びをする機

会を創出するため、芥川・安威川・猪名川など安全に遊べる場所を紹介する。 

 

 

平成 23 年度 年間スケジュール 

 

 

 

実  施 準 備 等 

平 

成 

23 

年 

４月   

５月  

事業プランニング 

会場・担当者との打ち合わせ 

講師依頼 

６月  

協力スタッフの手配 

広報ツールの準備および活動資料づくり

サンプルおよび応用オブジェの作成 

７月 「生きものペーパークラフト教室」 

会場への教材・展示物等の搬入 

展示物のセッティング 

展示物の搬出 

８月  アンケート結果のまとめ 

９月   

10 月   

11 月   

12 月   

平 

成 

24 

年 

１月   

２月   

３月   
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（２）参加対象者・定員 

小・中学生とその保護者、先着２０組４０人。マックス２５組５０人まで拡大可能。 

応募多数の場合、別の日に追加教室を開催することも可能。 

水道記念館の空きがない場合は、きんき環境館に会場を変更することも考えられる。 

 

（３）実施内容 

「生きものペーパークラフト教室」 

■講師  藤田保健衛生大学 医学部 客員教授  小村一也 氏 

        河川レンジャー  石山郁慧 

■教材  ペーパークラフトキット（全１６種） 

■内容 

淀川水系に棲む生きものをモチーフにしたペーパークラフト。 

親子で楽しみながら生物多様性を学ぶ。所要時間２～３時間。 

鳥 ・・・ カワセミ・コミミズク・メジロ 

虫 ・・・ セミ・オオカマキリ・カブトムシ・ノコギリクワガタ・キアゲハ 

魚 ・・・ カメ・トノサマガエル・アメリガザリガニ・モズクガニ 

 

（４）実施日 

夏休みが始まった７月下旬を予定。 日時は会場・講師と調整してから決定。 

 

（５）実施場所 

水道記念館・会議室を予定。 
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（６）広報・募集方法 

ＮＰＯ法人 nature works メーリング（約 700 件）、きんき環境館メーリング（約 2500

件）にて告知。なお、集客状況が悪い場合は、環境カウンセラー・東横堀川水辺再生協

議会・環境ネットいばらぎ等のメーリングで告知することも可能。 

※なるべく、ペーパーレスをめざした広報活動を心がける。 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

■講師      藤田保健衛生大学 医学部 客員教授  小村一也 氏 

河川レンジャー 石山郁慧 

■協力スタッフ  ４～５名 

広報協力、荷物の搬入・搬出、当日の受付、写真撮影、会場設営など 

 

（８）必要支援内容 

のぼり借用、その他は事務局と相談 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

・事業プランニング 

・会場・担当者との打ち合わせ 

・講師依頼 

・協力スタッフの手配 

・広報ツールの準備および活動 

・資料づくり 

・教材のサンプルおよび応用オブジェの作成 

・会場への教材・展示物等の搬入 

・展示物のセッティング 

・講座での司会進行、および教材の解説 

・展示物の搬出 

・アンケート結果のまとめ 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

講師や会場との調整により、日程変更が予測される。 
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（12）その他 

・４０人分の教材をＮＰＯ法人 nature works に無料提供していただけるようにお願いを

する。 

・カッター・ハサミ・カッティングマットはＮＰＯ法人 nature works からレンタルする。 

 （レンタル料  １セット＠１００円×５０人分） 

・教材よりも大きいサイズの応用オブジェを作成し、会場の展示とする。 

 教室終了後は水道記念館に寄贈し、夏休み期間中のＰＯＰとして利用していただく。 

 作成するためには、厚手の色画用紙が必要。 

（必要経費  約３００円×約１０色） 

・会場までの教材・展示物の輸送を毛馬出張所にお願いする。 

・配付資料のコピー（アンケート含む）を毛馬出張所にお願いする。 
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４．特定外来植物のお話 

 

（１）活動目的  

生態系に悪影響を及ぼす特定外来生物。 

淀川では魚の駆除は進んでいるが、植物に関しては情報が薄く、素人には同定が難しい。

１年かけて淀川水系を取材し、撮影したマクロ写真を専門家に視てもらった結果をまと

め、発表会で市民に駆除を呼びかける。 

 

 

平成 23 年度 年間スケジュール 

 

 

 

実  施 準 備 等 

平 

成 

23 

年 

４月  
 

開花や結実など即時情報を収集し

ながら、理学博士・馬場玲子氏と各

地を取材。天候の都合や植物の成長

状態に合わせるため不定期。 

撮影した写真を水生生物センター

の学芸員等に同定を依頼。 

また、長年ミズヒマワリ駆除に携わ

る、芥川緑地資料館の高田みちよ

氏、淀川を知り尽くす河合典彦氏に

も協力していただく。 

両氏とも承諾済み。 

５月  

６月  

７月  

８月  

９月  

10 月  

11 月  

12 月  
会場・担当者との打ち合わせ 

発表会用パワーポイントの作成 

平 

成 

24 

年 

１月  

協力スタッフの手配 

広報ツールの準備および活動資料づくり

会場への展示物等の搬入 

２月 「特定外来植物のお話」 
展示物のセッティング 

展示物の搬出 

３月  アンケート結果のまとめ 
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（２）参加対象者・定員 

河川保護団体のリーダーや研究者、学生など河川や生物に興味を持つ人。 

河川レンジャーを含む。先着３０人。 

応募が多数であれば、マックス５０人まで受付可能。 

 

（３）実施内容 

「特定外来植物のお話」 

淀川水系に棲息する特定外来植物の現状、駆除の状況を紹介。 

また、各種の同定ポイントを解説する。 

所要時間２～３時間 

 

（４）実施日 

平成２４年２月を予定。 日時は会場と調整してから決定。 

 

（５）実施場所 

水道記念館・会議室を予定。 
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（６）広報・募集方法 

ＮＰＯ法人 nature works メーリング（約 700 件）、きんき環境館メーリング（約 2500

件）にて告知。なお、集客状況が悪い場合は、環境カウンセラー・東横堀川水辺再生協

議会・環境ネットいばらぎ等のメーリングで告知することも可能。 

※なるべく、ペーパーレスをめざした広報活動を心がける。 

 

（７）協力スタッフ等の人数とその役割 

■講師      大阪府 環境農林水産総合研究所 食とみどり技術センター 

環境研究部 森林環境グループ  馬場玲子 氏（理学博士） 

■補助講師    河川レンジャー 石山郁慧 

■協力スタッフ  ４～５名 

広報協力、荷物の搬入・搬出、当日の受付、写真撮影、会場設営など 

（８）必要支援内容 

のぼり借用、その他は事務局と相談 

 

（９）活動における河川レンジャーの活動内容 

・開花や結実などの即時情報の収集 

・現場での撮影取材 

・水生生物センターの学芸員等に同定を依頼 

・会場・担当者との打ち合わせ 

・発表会用パワーポイントの作成 

・協力スタッフの手配 

・広報ツールの準備および活動 

・資料づくり 

・会場への展示物等の搬入 

・展示物のセッティング 

・展示物の搬出 

・アンケート結果のまとめ 

 

（10）昨年度の活動を踏まえての改善点 

 

（11）活動を行ううえでの課題等 

講師や会場との調整により、日程変更が予測される。 

（12）その他 

・会場までの教材・展示物の輸送を毛馬出張所にお願いする。 

・配付資料のコピー（アンケート含む）を毛馬出張所にお願いする。 
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